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 要  旨 
 近年、都市部における自動車交通量の増加により、市街地での慢性的な自動車
の渋滞が大きな社会問題となっている。そこで、渋滞の原因を解析し、その対策
の効果を確認するために良質な道路交通シミュレータの開発が望まれている。し
かし、特に都市部においては各車両の挙動の違いが交通状況に与える影響が大き
いため、シミュレータの制度が問題となってくる。 
 現在、研究・開発を行っている交通シミュレータMITRAMは、特に渋滞の頻発し
やすい駅前やその周辺の地域といった比較的狭い範囲を対象としており、精緻に
解析を行うことを目指し、運転論理を独自の手法でモデル化するシミュレータで
ある。 
 一方で、我々は追従運転論理に関して、新しい概念を導入している。運転者の
視点から得られる多くの道路状況の情報を付加するとき、従来のシミュレーショ
ンシステムでは、精緻なシミュレーションを行うにあたって極めて煩雑なパラメ
ータ設定が要求され、利用者に大きな負荷を変えてしまう。 
 我々はこれら従来のシミュレータの問題から、基本的に精緻でありながら煩雑
なパラメータ設定の必要ない道路交通シミュレータの開発を目的として掲げてい
る。この概念を利用して作られたFMVを、我々は自動学習追従運転FMV(AF-FMV)と
呼称している。AF-FMVは、従来は利用者が行っていたパラメータの同定を、実デ
ータを与えるだけで再現できる。 
 本論文では、こうしたAF-FMVについて、車群シミュレーションという都市部の
交通環境に近い形で再現し、実用性について種々の評価手法を用いて各角度から
検討した。その結果から、より実用性をあげるために数々の改善が必要であるこ
とが判明した。 
 そこで実用性において問題となる部分を実データとシミュレーションが持つパ
ラメータの相関係数を比較するとい定量的な手法によって推定し、その問題を解
決したことで差分が減少するという、定量的に判別できる評価手法について提案
した。 
 最後に、改善を施した運転動作モデルのシミュレーション結果について、種々
の評価手法を用いて各角度から検証した。結果として、従来よりも衝突が少なく、
追従性が向上し、各種パラメータにおいても実走行データと乖離が少ないモデル
が実現できたことを示した。 
 
